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し
か
し
、
近
年
こ
の
遊
歩
道
で
は
、
表
流

水
等
に
よ
り
立
山
ス
ギ
等
の
根
が
洗
掘
さ
れ

て
い
る
箇
所
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
や
、
観

光
客
が
歩
道
の
水
た
ま
り
を
避
け
て
通
る
こ

と
か
ら
歩
道
が
横
に
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
立
山
町
に
あ
る
官
行
造
林
地
内

で
実
施
し
た
保
育
間
伐
材
を
有
効
利
用
し
て

チ
ッ
プ
の
敷
設
等
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し

た
も
の
で
す
。

　

九
月
十
五
日
か
ら
十
六
日
に
か
け
て
は
、

フ
ォ
レ
ス
ト
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
、
立
山
地
区
国

有
林
野
保
護
管
理
協
議
会
と
協
働
で
、
官
行

造
林
地
内
の
ス
ギ
間
伐
跡
地
に
お
い
て
、
玉

切
り
し
た
間
伐
木
を
林
道
ま
で
運
び
出
し
、

チ
ッ
パ
ー
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
で
チ
ッ
プ
を
製
作

し
ま
し
た
。
当
署
職
員
は
、
二
日
で
延
べ

三
十
五
名
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
延
べ
三
十
二

名
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
よ
り
、
土

の
う
袋
九
百
袋
分
の
チ
ッ
プ
を
製
作
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

十
七
日
は
、
当
署
職
員
十
名
、
保
護
管
理

協
議
会
二
十
二
名
、
森
林
療
法
を
楽
し
む
会

な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
八
名
の
総
勢
四
十
名

が
参
加
し
て
、
前
日
ま
で
に
製
作
し
た
チ
ッ

プ
を
撒
く
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
チ
ッ
プ
撒
き

箇
所
ま
で
は
高
低
差
四
十
㍍
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン

が
あ
り
、
四
十
名
が
横
並
び
と
な
っ
て
手
渡
し

で
土
の
う
袋
を
移
動
さ
せ
ま
し
た
。
九
百
袋
の

土
の
う
袋
を
二
回
に
分
け
て
手
渡
し
で
運
ぶ
必

要
が
あ
り
、
千
八
百
回
の
手
渡
し
を
行
っ
て

や
っ
と
運
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
皆
バ
テ
バ
テ
な
が
ら
も
、
遊
歩
道

内
の
根
が
被
る
よ
う
チ
ッ
プ
を
撒
き
、
今
年
度

は
百
㍍
ほ
ど
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　

今
後
は
、
二
年
間
か
け
て
残
り
一
八
〇
㍍

分
の
チ
ッ
プ
撒
き
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

 

［
南
木
曽
支
署
］
十
月
六
日
、
南
木
曽
小
学
校

三
年
生
の
児
童
三
十
五
名
が
南
木
曽
支
署
を
訪

れ
、
森
林
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
森
林
教
室
は
、
南
木
曽
小
学
校
三
学
年

の
総
合
的
な
学
習
テ
ー
マ
が
「
木
」
に
つ
い
て

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
南
木
曽
町
か
ら
実
際
に
伝

統
文
化
財
の
建
物
の
屋
根
に
利
用
さ
れ
て
い
る

檜
皮
の
採
取
を
見
て
も
ら
っ
た
ら
ど
う
か
と
考

え
、
丁
度
、「
檜
皮
の
森
」
へ
檜
皮
採
取
に
入

る
社
団
法
人
全
国
社
寺
等
屋
根
工
事
技
術
保
存

会
（
以
下
社
寺
技
術
保
存
会
）
と
も
連
携
し
対

応
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
台
風
十
八
号
接
近
に
よ
る
悪
天
候

の
た
め
、「
檜
皮
の
森
」
で
の
見
学
を
中
止
し
、

南
木
曽
支
署
に
お
い
て
、「
森
へ
い
こ
う
」
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞
し
た
後
、
社
寺
技
術
保
存
会
の

原
皮
師
が
檜
皮
採
取
で
使
用
す
る
道
具
の
説

明
、
檜
皮
の
歴
史
な
ど
の
講
義
と
檜
皮
の
採
取

で
使
う
ぶ
り
縄
を
使
っ
た
木
登
り
の
実
演
や
檜

皮
を
採
寸
す
る
作
業
を
見
学
し
、
児
童
ら
は
ぶ

り
縄
を
使
っ
て
木
を
登
る
原
皮
師
を
見
て
「
す

ご
い
〜
」
と
職
人
芸
に
見
入
っ
た
り
、「
皮
を

剥
い
だ
後
の
ヒ
ノ
キ
は
枯
れ
た
り
は
し
な
い
ん

で
す
か
」、「
採
取
す
る
と
き
、
ど
れ
く
ら
い
の

高
さ
ま
で
登
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
」
等
多
く

の
質
問
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
小
学
校
へ
移
動
し
て
校
庭
内
に
あ

る
木
曽
五
木
を
さ
が
す
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
森
林

教
室
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

南
木
曽
支
署
と
し
て
「
檜
皮
の
森
」
を
は
じ

め
と
し
た
「
木
の
文
化
を
支
え
る
森
づ
く
り
」

と
森
林
環
境
教
育
を
融
合
し
た
取
組
を
推
進
す

る
こ
と
に
し
て
お
り
、
今
後
も
こ
う
い
っ
た
取

組
に
つ
い
て
、
協
定
相
手
方
と
も
連
携
し
な
が

ら
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

 

［
名
古
屋
事
務
所
］
木
づ
か
い
推
進
月
間
中
の

十
月
七
日
に
、
岐
阜
県
木
材
利
用
推
進
協
議
会

（
後
藤
直
剛
会
長
）
と
名
古
屋
事
務
所
が
連
携

し
「
公
共
施
設
へ
の
地
域
材
の
利
用
促
進
」
と

「
木
づ
か
い
運
動
の
推
進
」
等
に
関
す
る
要
望

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

チップ撒 き作業
（美女平風致探勝林内遊歩道）

採取した檜皮を見学する児童

ぶ
り
縄
を
使
用
し
て
の
木
登
り
の
実
演

古田岐阜県知事への要望活動の様子

地
元
の
小
学
生
が
「
檜
皮
」

�

に
つ
い
て
学
習

　
　
　

〜
職
人
の
技
に
見
入
る
〜

「
木
づ
か
い
」
で
温
暖
化
防
止
を
！

�

「
木
の
日
」
の
要
望
活
動
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岐
阜
県
知
事
を
は
じ
め
、
ぎ
ふ
清
流
国
体
推

進
局
や
各
部
局
長
等
、
議
会
・
教
育
委
員
会
、

県
警
本
部
に
対
し
、「
木
材
の
利
用
推
進
に
関

す
る
要
望
書
」
を
手
渡
し
、
公
共
施
設
・
学
校

等
の
木
造
化
・
内
装
の
木
質
化
、
土
木
工
事
等

に
お
け
る
間
伐
材
の
利
用
、
地
域
材
を
利
用
し

た
木
造
住
宅
の
建
築
促
進
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
推
進
及
び
「
地
球
温
暖
化

防
止
に
向
け
た
森
林
吸
収
源
対
策
」
へ
の
理
解

と
支
援
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

中
信
森
林
管
理
署
大
町
班
の
作
業
場
所
は
、

長
野
県
北
西
部
の
北
安
曇
郡
、
大
町
市
に
所
在

す
る
国
有
林
、
官
行
造
林
地
で
、
森
林
事
務

所
は
鹿
島
、
松
川
、
白
馬
、
小
谷
の
管
内
約

五
〇
、七
〇
〇
㌶
で
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

班
員
は
、
基
幹
作
業
職
員
一
名
、
臨
時
作
業

員
一
名
の
二
名
体
制
と
ご
く
小
規
模
で
あ
り

ま
す
が
、
作
業
種
は
春
か
ら
秋
に
か
け
て
の
除

伐
、
保
育
間
伐
、
つ
る
切
、
冬
期
の
看
板
作
り

な
ど
多
様
な
仕
事
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

　

現
場
作
業
に
当
た
っ
て
は
、
管
轄
森
林
事
務

所
が
多
い
こ
と
か
ら
、
班
と
森
林
官
が
連
絡
を

緊
密
に
取
り
合
う
こ
と
で
、
現
地
に
あ
っ
た
安

全
対
策
、
季
節
等
に
応
じ
た
衛
生
対
策
や
通
勤

時
間
が
長
い
た
め
車
両
運
転
時
の
危
険
箇
所
を

全
員
で
確
認
等
の
安
全
対
策
を
共
有
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、「
何
で
も
話

し
合
え
る
関
係
の
構
築
」、「
さ
ら
に
良
い
方
法

で
作
業
が
行
え
な
い
か
と
い
う
探
求
心
」
を
意

識
し
た
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
安
全
懇
談
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
安
全
懇
談
会
に
つ
い
て
は
、
月
初
め

に
一
度
、
各
森
林
事
務
所
、
各
治
山
事
業
所
と

班
で
集
ま
っ
て
行
い
、
そ
の
場
で
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ

ト
事
例
等
に
よ
る
危
険
予
知
及
び
安
全
確
保

を
徹
底
し
て
行
う
こ
と
で
、
危
険
の
芽
を
少
し

で
も
摘
み
取
る
こ
と
を
意
識
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
少
人
数
班
で
は
あ
り
ま
す
が
、
森
林

の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
、
何
で
も
話
し
合

い
よ
り
良
い
職
場
作
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

林
野
庁
人
事
（
抄
）

 

九
月
一
日
付

▽�

林
野
庁
国
有
林
野
部
業
務
課
国
有
林
野
総
合

利
用
推
進
室
長
（
中
部
森
林
管
理
局
計
画
部

計
画
課
長
）�

角　
　

秀
敏

▽�

中
部
森
林
管
理
局
計
画
部
計
画
課
長
（
近
畿

中
国
森
林
管
理
局
森
林
整
備
部
治
山
課
長
）

�

川
浪
亜
紀
子

▽�

林
野
庁
出
向
（
関
東
森
林
管
理
局
出
向
）
総

務
部
総
務
課
付
へ
（
林
野
庁
森
林
整
備
部
計

画
課
併
任
国
有
林
野
部
経
営
企
画
課
併
任
）

（
中
部
森
林
管
理
局
計
画
部
計
画
課
経
営
計

画
第
三
係
長
）�

川
本　

芳
光

中
部
森
林
管
理
局
人
事

 

九
月
一
日
付

▽�

計
画
部
計
画
課
経
営
計
画
第
三
係
長
（
飛
騨

署
業
務
第
一
課
技
術
専
門
官
）�

反
中　

孝
一

▽�

東
北
森
林
管
理
局
出
向
（
総
務
部
職
員
厚
生

課
付
へ
）（
中
信
署
治
山
課
治
山
第
三
係
長
）

�

本
田　

敬
子

林
野
庁
人
事
（
抄
）

 

九
月
三
十
日
付

▽�
退
職
（
中
部
森
林
管
理
局
飛
騨
森
林
管
理
署

長
）�

渡
辺　

衛
市

中
部
森
林
管
理
局
人
事

 

九
月
三
十
日
付

▽
退
職
（
飛
騨
署
業
務
第
一
課
付
）

�

遠
山　

恵
一

▽
退
職
（
岐
阜
署
業
務
第
一
課
管
理
係
）

�

遠
山　

宏
美

林
野
庁
人
事
（
抄
）

 

十
月
一
日
付

▽�

中
部
森
林
管
理
局
飛
騨
森
林
管
理
署
長
（
林

野
庁
森
林
整
備
部
計
画
課
課
長
補
佐
（
山
村

振
興
指
導
））�

原　
　
　

修

▽�

林
野
庁
森
林
整
備
部
整
備
課
路
網
整
備
専
門

官
（
中
部
森
林
管
理
局
総
務
部
専
門
官
（
契

約
適
正
化
）
企
画
調
整
室
併
任

�

池
本　

育
利

▽�

中
部
森
林
管
理
局
総
務
部
専
門
官
（
契
約
適

正
化
）
企
画
調
整
室
併
任
（
中
部
森
林
管
理

局
計
画
部
企
画
官
（
自
然
再
生
担
当
）
計
画

部
指
導
普
及
課
併
任�

小
久
保　

優

中
部
森
林
管
理
局
人
事

 

十
月
一
日
付

▽�

飛
騨
森
林
管
理
署
付
（
局
総
務
部
付
（
名
古

屋
事
務
所
））�

野
々
川
吉
弘

▽�

森
林
整
備
部
治
山
課
審
査
係
長
（
局
森
林
整

備
部
治
山
課
調
査
係
長
）�

村
田　

則
幸

▽�

森
林
整
備
部
治
山
課
調
査
係
長
（
木
曽
署
治

山
課
治
山
第
一
係
長
）�

大
久
保
秀
一

▽�

木
曽
森
林
管
理
署
治
山
課
治
山
第
一
係
長

（
木
曽
署
治
山
課
治
山
第
二
係
長
）

�

小
嶋　

友
和

▽�

木
曽
森
林
管
理
署
治
山
課
治
山
第
二
係
長

（
局
森
林
整
備
部
治
山
課
企
画
係
主
幹
（
治

山
担
当
愛
知
森
林
管
理
事
務
所
））

�

萩
原　

伸
也

▽�

飛
騨
森
林
管
理
署
業
務
第
一
課
森
林
ふ
れ
あ

い
係
長
（
飛
騨
署
業
務
第
一
課
付
）

�

大
西　

沙
織

シ
リ
ー
ズ 

シ
リ
ー
ズ 

何
で
も
話
し
合
い
安
全
と

　
　
　
　

効
率
の
良
い
職
場
作
り

中
信
森
林
管
理
署　

大
町
班

歩道整備の作業状況

人
 
の
 
う
 
ご
 き
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平
成
二
十
一
年
度

「
森
林
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
開
催

平
成
二
十
一
年
度

「
森
林
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
開
催

平
成
二
十
一
年
度

「
森
林
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
開
催

平
成
二
十
一
年
度

「
森
林
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
開
催

 

［
名
古
屋
事
務
所
］　

平
成
二
十
一
年
度
「
森

林
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
、
平
成
二
十
二
年

に
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
愛
知
県
名
古
屋
市
開
催
を
盛
り
上

げ
る
「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
」

の
位
置
づ
け
を
新
た
に
加
え
、
中
部
森
林
管
理

局
名
古
屋
事
務
所
、
中
日
新
聞
社
、
中
部
日
本

治
山
治
水
連
盟
主
催
、
ぺ
ん
て
る
株
式
会
社
協

賛
、
生
物
多
様
性
条
約
第
10
回
締
約
国
会
議
支

援
実
行
委
員
会
の
連
携
協
力
に
よ
り
開
催
し
ま

し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
木
材
の
供
給
は
も
と

よ
り
、
き
れ
い
な
水
や
空
気
の
源
と
し
て
、
さ

ら
に
国
土
や
生
活
環
境
の
保
全
、
安
ら
ぎ
の
場

の
提
供
な
ど
私
た
ち
人
間
は
も
と
よ
り
生
物
に

様
々
な
恩
恵
を
与
え
て
く
れ
る
森
林
の
大
切
さ

を
、
次
代
を
担
う
子
供
達
に
、
絵
画
を
通
じ
て

も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ
き
、
よ
り
身
近
な
も
の

と
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
思
い
で
、
平
成
九

年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
、
今
年
で

十
二
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
は
「
あ
な
た
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
美
し
い

森
林
」
や
「
こ
ん
な
森も

り林
が
あ
っ
た
ら
い
い

な
、
生
物
多
様
性
の
保
全
な
ど
こ
ん
な
森
林
を

つ
く
っ
て
み
た
い
な
」
と
い
う
夢
の
あ
る
テ
ー

マ
で
作
品
の
募
集
を
行
い
ま
し
た
。

　

作
品
の
応
募
状
況
は
、
昨
年
に
比
べ
二
百
点

余
を
超
え
る
五
百
六
十
七
点
の
応
募
作
品
が
あ

り
、
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
全
国
か
ら
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
審
査
は
九
月
二
十
五
日
名
古
屋
事

務
所
に
お
い
て
、
幼
児
、
小
学
生
低
学
年
、
小

学
生
高
学
年
、
中
学
生
の
四
部
門
、
そ
れ
ぞ
れ

五
点
の
入
賞
作
品
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
の
表
彰
式
は
、
生
物
多
様
性
の
保

全
に
関
わ
り
の
深
い
「
環
境
省
稲
永
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
」（
名
古
屋
市
港
区
野
跡
）
で
十
月

十
日
に
開
催
し
、
竹
林
名
古
屋
事
務
所
長
が
、

「
ど
の
作
品
も
、
力
作
揃
い
で
、
審
査
は
大
変

難
航
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
作
品
に
は
、
森

林
に
対
す
る
想
い
が
鮮
明
に
描
か
れ
て
お
り
、

森
林
や
環
境
へ
の
関
心
の
高
さ
を
感
じ
、
そ
の

反
響
の
大
き
さ
に
国
民
の
森
林
を
預
か
る
者
と

し
て
、
改
め
て
責
任
の
重
さ
を
感
じ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
中
部
森
林
管
理
局
で
は
、
国
有
林

を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
森
林
環
境
教
育
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
の
で
ご
活
用
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。」
と
挨
拶
を
述
べ
ま
し

た
。
引
き
続
き
、
竹
林
所
長
か
ら
中
部
森
林
管

理
局
長
賞
（
金
賞
）
及
び
名
古
屋
事
務
所
長
賞

（
佳
作
）、
中
日
新
聞
古
田
社
会
事
業
部
次
長
か

ら
中
日
新
聞
社
賞
（
銀
賞
）
及
び
中
部
日
本
治

山
治
水
連
盟
賞
（
銅
賞
）
が
入
賞
者
に
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　

表
彰
式
典
終
了
後
、
受
賞
者
は
家
族
と
共
に

展
示
作
品
を
見
な
が
ら
、
受
賞
の
喜
び
に
浸
り

楽
し
そ
う
に
会
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
「
稲
永
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
」
で
の
作

品
展
示
は
、
十
月
十
二
日
ま
で
で
す
が
、
第
二

回
目
の
作
品
展
示
を
「
瀬
戸
自
然
休
養
林
内
の

森
林
交
流
館
」
に
お
い
て
、
十
月
二
十
七
日
〜

十
一
月
二
十
三
日
ま
で
予
定
し
て
い
ま
す
。

◎
治
山
現
地
検
討
会

　

11
月
５
〜
６
日　

東
濃
署
管
内��

◎
名
古
屋
シ
テ
ィ
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
事
業

　

11
月
５
日　
　
　

愛
知
所
管
内

　

11
月
18
日　
　
　

愛
知
所
管
内

◎
造
林
現
地
検
討
会

　

11
月
９
〜
10
日　

中
信
署
管
内

◎
保
護
林
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
現
地
検
討
会

　

11
月
10
〜
12
日　

中
信
・
木
曽
署
管
内
他

◎
署
長
等
会
議

　

11
月
12
〜
13
日　

中
部
森
林
管
理
局

小学生低学年の部　金賞
「森の仲間達」
青山　直樹さん

小学生高学年の部　金賞
「キツツキの森」
平松　大輔さん

中学生の部　金賞
「緑豊かな森」
小森　大空さん

幼児の部　金賞
「大きな木」

堀之内　斗和さん表彰式風景
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つおさん 

い な がわ けい こく 

　

伊い
な
が
わ
け
い
こ
く

奈
川
渓
谷

 

［
南
木
曽
支
署
］
木
曽
川
の
支
流
「
伊
奈

川
」
は
、
中
央
ア
ル
プ
ス
の
檜
尾
岳
（
標
高

二
、七
二
八
㍍
）
と
三
沢
岳
（
標
高
二
、八
四
六

㍍
）
と
に
挟
ま
れ
た
伊
奈
川
国
有
林
の
幾
重
も

の
沢
に
端
を
発
し
木
曽
川
に
注
い
で
い
ま
す
。

一
帯
は
「
伊
奈
川
渓
谷
」
と
呼
ば
れ
、
源
流
は

中
央
ア
ル
プ
ス
木
曽
駒
ヶ
岳
森
林
生
態
系
保
護

地
や
中
央
ア
ル
プ
ス
県
立
自
然
公
園
に
指
定
さ

れ
、
空
木
岳
（
標
高
二
、八
六
四
㍍
）、
南
駒
ヶ

岳
（
二
、八
四
一
㍍
）
な
ど
の
名
峰
を
目
指
す

登
山
者
を
は
じ
め
、
清
流
を
楽
し
む
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
等
多
く
の
人
々
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

��

中
央
ア
ル
プ
ス
の
登
山
口
は
伊
那
谷
側
の

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
か
ら
が
メ
イ
ン
ル
ー
ト
と
な
り

ま
す
が
、
伊
奈
川
渓
谷
か
ら
空
木
岳
等
を
目

指
す
ル
ー
ト
も
根
強
い
人
気
を
有
し
て
い
ま

す
。
こ
の
ル
ー
ト
は
関
西
電
力
の
発
電
用
ダ

ム
「
伊
奈
川
ダ
ム
」
の
上
流
に
あ
る
駐
車
場
か

ら
伊
奈
川
に
沿
っ
て
走
っ
て
い
る
林
道
を
進

み
、
人
工
林
と
天
然
林
の
織
り
な
す
景
観
を
楽

し
み
な
が
ら
登
山
道
を
登
り
、
や
が
て
ダ
ケ
カ

ン
バ
や
ナ
ナ
カ
マ
ド
、
シ
ラ
ベ
と
い
っ
た
亜
高

山
帯
の
樹
林
を
抜
け
て
空
木
岳
と
東
川
岳
の
鞍

部
に
到
着
と
な
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
平
安
時

代
末
期
、
木
曽
に
縁
の
あ
る
「
木
曾
義
仲
」
が

伊
那
攻
め
の
時
に
こ
の
鞍
部
を
登
り
越
え
た
と

い
う
古
事
が
残
っ
て
お
り
、「
木
曽
殿
越
」（
標

高
二
、五
〇
五
㍍
）
と
い
う
名
前
が
つ
い
て
い

ま
す
。
ま
た
、
近
く
に
は
「
義
仲
の
力
水
」
と

い
う
水
場
も
あ
り
、
そ
の
名
水
は
登
山
者
の
気

力
・
体
力
の
回
復
に
も
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

��

日
本
百
名
山
で
最
後
に
登
る
方
が
多
い
空
木

岳
か
ら
南
へ
は
越
百
山
（
二
、六
一
三
㍍
）、
北

へ
は
木
曽
駒
ヶ
岳
へ
の
縦
走
が
楽
し
め
、
新
緑

の
季
節
、
あ
る
い
は
紅
葉
の
季
節
、
雪
化
粧
を

纏
っ
た
季
節
と
四
季
折
々
を
通
じ
、
美
し
い
風

景
が
見
ら
れ
、
多
種
多
様
な
高
山
植
物
も
楽
し

め
ま
す
。

　

是
非
、「
伊
奈
川
渓
谷
」
か
ら
中
央
ア
ル
プ

ス
に
登
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◆
ア
ク
セ
ス

○
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
場
合

　
Ｊ
Ｒ
中
央
西
線
須
原
駅
ま
た
は
大
桑
駅
下
車

　

�

タ
ク
シ
ー
利
用
で
伊
奈
川
ダ
ム
上
部
駐
車
場

ま
で
約
四
十
五
分

　

�

駐
車
場
か
ら
木
曽
殿
越
ま
で
約
六
時
間
三
十

分

空木岳と木曽殿越花崗岩石の伊奈川

紅葉の南駒ヶ岳雪化粧の空木岳

○
自
動
車
を
利
用
し
た
場
合

　

�

国
道
十
九
号
線
伊
奈
川
橋
信
号
か
ら
伊
奈
川

ダ
ム
上
部
駐
車
場
ま
で
約
四
十
分

コイワカガミ

イワウメ


